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お
年
寄
D
の
医
療
と
健
康

医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

ム
物
必
修
ム
物
多
必
修

人
口
の
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
と
っ
て
、
老
人
問
題
は
今
や
切
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
私
た
ち
の
老
後
に
お
け
る
健
康
の
保
持
や
、
適
切
な
医
療
の
確
保
毎
日
的
と
し
て

昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
老
人
保
健
法
。
こ
の
老
人
保
健
法
に
よ
る
老
人
医
療
費

が
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

増
え
続
け
る
老
人
医
療
費
に
対
し
、
昨
年
に
は
、
老
人
保
健
制
度
の
長
期
的
安
定
宇
佐
目
指
し
、

老
人
保
健
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
お
年
寄

b
の
人
口
の
増
加
、
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ

b
老
人
医
療
費
は
増
加

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
少
し
で
も
医
療
費
の
噂
加
を
防
ぐ
た
め
に
、
お
年
寄
り
の
医
療
と
健
康

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

老
人
医
療
の
対
象
者
は

企 毎日適度に体を動かすことは、とても大切です。

老
人
医
療
費
の
対
象
者
は
、
①
七
十

歳
以
上
の
人
②
六
十
五
歳
か
ら
六
十

九
歳
ま
で
の
人
で
寝
た
き
り
な
ど
一
定

の
障
害
の
あ
る
人
(
町
の
認
定
が
必
要
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。
六
十
八
、
六
十
九

歳
の
方
も
、
県
と
町
で
半
額
づ
っ
負
担

し
て
老
人
医
療
費
と
同
じ
よ
う
な
扱
い

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
言
う
老

人
医
療
費
に
は
該
当
し
ま
せ
ん。

老
人
一
人
当
た
り
の

医
療
費
は

年
間
五
十
万
円
以
上
に

今
年
一
月
現
在
で
、
本
町
の
老
人
医

療
対
象
者
は
、
町
の
全
人
口
の
引
%
八

「寸町

一

た

一

一

し

o
外
来
の
各
医
療
機
関
ご
と
に
月

E

-

つ

占
d

の
最
初
の
受
診
日
に
支
払
う
方

一

刻

が

り

式
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

一

陀

金

わ

。

低
所
得
者
の
入
院
時
一
部
負
担

-
Z
日

一
、

乙

〈
孟
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り

-
曙

t
ノヨ

一
日一
二
百
円

(
二
力
月
限
度
、

工

肌

潰

そ
の
後
無
料
)
で
す
o

-
機
剖

o
平
成
七
年
四
月
か
ら
は
、
消
費

一
一
掃

一

者

物

価

の

変

動

率

に

応

じ

て

一

-
E

部
負
担
金
、か
変
わ
り
ま
す
。

百
五
十
二
人
に
な
り
ま
す。

医
療
費
は
、
平
成
二
年
度
で
約
三
億

八
千
六
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
老

人
一
人
当
た
り
で
は
、
年
間
約
四
十
六

万
円
の
医
療
費
が
か
か
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
平
成
元
年
度
と
比
べ
る
と
や

や
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
一
月

現
在
で
大
幅
な
増
加
が
見
ら
れ
、
年
度

末
で
は
一
人
当
た
り
五
十
万
円
以
上
の

医
療
費
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す。

内
容

と
し
て
は
、
主
に
入
院
に
よ
る
高
額
医

療
が
増
え
て
い
ま
す
。
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平成 3 年
平 成 4 年

平成5 ・5
12月末 まで

1月 1日~
年度

平 成 4年度

外来 800円/月 900円/月 1，000円/月

② 

一
か
月

g
o
o円
に

医
療
費
の
負
担
は
誰
が

医
療
費
の
う
ち
の
三
割
は
国
・
県
・

町

(
み
な
さ
ん
の
納
め
た
税
金
)
で
負

担
し
ま
す
。
そ
し
て
、
残
り
の
七
割
は

町
の
国
民
健
康
保
険
や
会
社
な
ど
の
健

康
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
、
医
療
保
険

の
す
べ
て
の
保
険
者
が
共
同
で
お
金
を

出
し
合
っ
て
負
担
す
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す。

昨
年
に
は
、
国
や
県
、

町
、
ま
た
お

年
寄
り
自
身
も
、
更
に
老
人
保
健
制
度

を
支
え
る
現
役
世
代
も
そ
の
負
担
を
適

切
に
分
か
ち
合
う
こ
と
に
よ
り
制
度
の

長
期
的
安
定
を
目
指
し
た
老
人
保
健
法

の
一
部
が
故
正
さ
れ
ま
し
た
。
(
右
表
)

事
故
に
あ
っ
た
ら
届
け
出
を

も
し
万
一
、
不
幸
に
も
交
通
事
故
に

あ
っ
た
場
合
、
本
来
医
療
費
は
加
害
者

か
ら
支
払
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
で
ケ
ガ

の
治
療
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

加
害
者
が
す
ぐ
に
は
損
害
賠
償
を
し
て

く
れ
な
い
と
い
う
場
合
な
ど
の
と
き
は
、

老
人
保
健
で
医
療
費
の
一
部
を
立
替
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
は
、
す
ぐ
に
役
場
町
民
窓
口
課
ま
で

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
老
人
保
健
で

は、

加
害
者
の
加
入
し
て
い
る
保
険
会

社
に
直
接
医
療
費
の
請
求
を
し
ま
す
。
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医
療
費
を
節
約
す
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
、
日
頃
か
ら
自
分
の
健
康

管
理
に
気
を
配
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
医
療
費
の
節
約
に
目
を
向
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
の
健
康
の
た
め
に
、
ま
た

で
き
る
だ
け
ム
ダ
な
医
療
費
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
も
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

定
期
的
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
町

の
総
合
検
診
や
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク
な

ど
を
積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
家
庭
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

病
歴
や
体
質
な
ど
を
把
握
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
治
療
効
果
が
あ
が
り
ま

す。③
重
複
受
診
は
し
な
い
よ
う
に

同
じ
病
気
で
、
い
く
つ
も
の
お
医
者

さ
ん
か
ら
薬
を
も
ら
う
な
ど
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
お
医
者
さ
ん

を
信
頼
し
、
い
く
つ
も
違
う
お
医
者
さ

ん
に
か
か
る
の
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、
病

状
を
要
領
よ
く
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

④
診
療
時
間
内
巴
受
診
を

急
病
の
場
合
は
別
に
し
て
、
時
間
外

は
加
算
料
金
が
つ
く
の
で
、
診
療
時
間

内
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
、
老
人
医
療
に
つ
い
て
の
詳

し
い
こ
と
は
、
役
場
町
民
窓
口
課
(
冨

万
ー
2
1
1
1
)
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

四
月
か
・
り
新
レ
い
保
隙
証
で

-
国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す
・

現
在
使
わ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
四
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

四
月
一
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証

に
変
わ
り
ま
す
の
で
、
国
保
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
、
次
の
日
程
表
に

よ
り
、
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
と
印

鑑
を
持
参
し
て
各
地
区
の
公
会
堂
・

公
民
館
な
ど
で
、

更
新
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
は
、
み
な
さ
ん
の
健
康
を

守
る
大
切
な
も
の
で
す
。
ス
ム
ー
ズ

に
更
新
で
き
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
期
間
中
に
会

場
ヘ
来
ら
れ
な
い
方
は
、
四
月
一
日

以
降
、
役
場
町
民
窓
口
課
窓
口
で
引

き
換
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

V
お
問
合
せ
役
場
町
民
窓
口
課

(花

1
2
1
1
1内
線

m・
m)ま
で
。

表)

湾日: 炎イ守壌市所 8等 駅付額弘 い

西条新田公会堂 午前 9時 ~ g時50分

西条一区公会堂 午前10時 -- 10時50分

3 
清水新居公民館 午前11時 -- 11時50分

西条二区第一公会堂 午後 l時 ~ 2時50分

月 押越公会堂 午後 3時 ~ 3時50分

紙漉阿原公会堂 午後 4時 ~ 4時50分
30 

築地新居公会堂 9時50分午前 9時 ~ 

日 飯喰集落センター 午前10時 -- 10時50分

河西公会堂 午前11時 -- 11時50分
(月)

上河東公会堂 午後 1時 ~ 1時50分

上河東二区集会所 午後 2時 ~ 2時50分

河東中島公会堂 午後 3時 ~ 48寺

程(日

d誼也組事越監量盆盈~冨匿盆包.

③ 平成4.3.I 広報しようわ



8~ 
和

町

健

康

ま

つ
り

開

催

愛
育
会
結
成
三
十
周
年
記
念

結
成
三
十
周
年
を

記
念
し
て

昭
和
三
十
六
年
、
婦
人
会
の
中
の
愛

育
部
と
し
て
結
成
し
た
昭
和
町
母
子
愛

育
会
は
、
五
年
後
婦
人
会
よ
り
独
立
し
、

昭
和
四
十
九
年
か
ら
は
健
康
ま
つ
り
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

結
成
三
十
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ

れ
た
今
回
の
健
康
ま
つ
り
で
は
、
愛
育

会
員
の
み
な
さ
ん
子
づ
く
り
の
パ
ネ
ル

を
使
い
、
愛
育
会
三
十
年
の
歩
み
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
歴
代
の
会
長
さ
ん

に
感
謝
の
気
持
を
込
め
て
花
束
を
贈
り

キ品
1
)
h~

。

ま
た
愛
育
会
で
は
、
昨
年
か
ら
実
施

し
て
い
る

「町
内
危
険
箇
所
調
べ

」
の

追
跡
調
査
に
加
え
、
今
年
か
ら
は
子
ど

も
た
ち
の
生
活
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
の
「子
ど
も
た
ち
の
聞
き
と
り
調
査
」

を
行
い
健
康
ま
つ
り
の
中
で
発
表
し
ま

し
た
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
 

一
月
二
イ
七
日
開
催
さ
れ
た
健
康
ま

つ
り
で
は
、
式
典
の
中
で
、

よ
い
歯
の

五
歳
児
表
彰
と
国
民
健
康
保
険
優
良
世

帯
・
老
人
保
健
優
良
者
表
彰
が
行
わ
れ
、

虫
歯
の
な
い
子
ど
も
た
ち
ゃ
、
普
段
か

ら
健
康
に
気
を
つ
け
、

一
年
間
お
医
者

さ
ん
に
か
か
ら
な
か
っ
た
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

企歴代の会長さんに花束の贈呈が

』

F

虫
歯
の
な
い
子
ど
も
た
ち
が
勢
ぞ
ろ
い

ま
た
、
会
場
と
な
っ
た
総
合
会
館
に

は
、
栄
養
改
善
推
進
員
会
の
、
甲
州
か

り
ん
と
う
の
試
食

コ
ー
ナ
ー
や
、
町
内

の
み
そ
汁
塩
分
濃
度
の
測
定
結
果
を
ま

と
め
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
。
町
内
で
捨
て

ら
れ
た
ゴ
ミ
で
ま
だ
ま
だ
使
え
る
も
の

や
、
再
利
用
し
た
も
の
を
展
示
し
た
衛

生
委
員
会

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
工
夫
を
こ

ら
し
た

コ
ー
ナ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
綱
引

き
や
ス
ト
レ

ッ
チ
ン
グ
な
ど
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
そ
う

に
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

ま
た
、
乳
が
ん
・
甲
状
腺
検
診
、
歯

科
検
診
、
血
液
検
査
・
血
圧
測
定
な
ど

の
成
人
病
検
診
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
み

な
さ
ん
が
自
分
の
か
ら
だ
を
チ

ェ
ッ
ク

す
る
と
と
も
に
、
健
康
に
つ
い
て
考
え

な
お
し
ま
し
た
。

[.~は

④ 平成4.3.I 

企からだのチェックは自分自身で

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、

町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
日

頃
か
ら
健
康
管
理
に
心
が
け
、
他
の
模

範
と
な
る
健
康
優
良
世
帯
の
み
な
さ
ん

で
す
。
(
敬
称
略
)

(西
条
二
区
)
中
山
と
め
子
塚
脇
博

丸
山
茂
(
清
水
新
居
)
清
水
英
夫
(
西

条
新
田
)
比
留
間
英
雄
奥
田
豊
(河

東
中
島
)
小
林
薫
(
押
越
)
藤
井
博

望
月
文

一
(
築
地
新
居
)
福
津
信
芳

(
河
西
)
高
木
春
子
(
上
河
東
)

広報しようわ

V
国
保
運
営
協
議
会
長
表
彰
(
三
号
該

当
世
帯
)

中
津
博
永
田
六
男
(
西
条

一
区
)
長

谷
川
渉

横

山

梅

代

佐

野

光

池

谷

実
郎
(
西
条
二
区
)

内
藤

浩

小

田
切

竜

二

菊

嶋
二
郎

川
畑
和
俊
(
清
水

新
居
)
望
月
朝
徳
(
押
越
)

名
取
員

三
(
河
東
中
島
)
深
沢
三
郎

河

野
緑

V
国
保
運
営
協
議
会
長
表
彰
(
二
号
該

瀬
田
こ
と
じ
松
村
進
(
紙
漉
阿
原
)

当
世
帯
)

野
津
昭
二
今
枝
敏
正

(
築
地
新
居
)

木
原
八
千
代
塩
津
三
郎
(
西
条
一
区
)
岩
波
政
雄
津
登
亘
(
河
西
)
二
宮
す

杉
田
辰

男

若

木

恵

美

子

梶

原
将
之

み
子
伊
藤
賓
(
上
河
東
)

、
し
の

f
b

は

療

児

子

太

人

健

希

子

島

臨

ん

治

才

慶

雄

隼

誠

下

紋

淳

愛

旬

駐

さ

、

5

泉

野

口

本

山

部

野

実

田

司
4

な

し

た

和

幡

山

岩

南

瀬

田

池

圏

仙

み

診

つ

子

依

判

}

た

受

か

白

史

也

梨

基

子

人

幸

里

子

志

樹

哉

穂

一

四

づ

れ

を

な

団

貴

拓

裕

弘

暁

勇

朋

絵

涼

圭

真

裕

哲

美

同

コ

ら

診

も

姉

山

河

坂

藤

辺

口

津

込

岡

田

池

崎

田

山

川

内

け

検

本

伺

米

小

保

遠

渡

山

守

中

松

福

鴻

潰

村

秋

刊

以

受

科

一

崩
閣
を
歯
、
か
す

uup
彰

児

歯

で

区

区

居

越

島

原

居

喰

西

区

・

一

泊

表

才

虫

ん

一

二

新

中

阿

新

こ

…

ト
除
目

5
や

さ

東

・

.
J
O
今

の

歯

な

条

条

水

東

漉

地

知

…

町

た

み

西

西

溝

押

河

紙

築

飯

河

上

V
県
国
保
連
合
会
理
事
長
表
彰

角
田
喜
美
夫
(
西
条
二
区
)

V
昭
和
町
長
表
彰

角
田
喜
美
夫
(
西
条
二
区
)

中

村

委

(
紙
漉
阿
原
)
望
月
ヲ
テ
イ
(
飯
喰
)

深
津
惰
(
河
西
)
井
上
保
(
上
河
東
)
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4工一ー

で

生

Eiヨ

〈
常
永
公
園
見
取
図
〉

常
永
地
区
の
第
三
小
学
校
建
設
予
定

地
北
側
に
建
設
中
の
常
永
公
園
が
、
い

よ
い
よ
こ
の
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
お
よ
そ
三
千
坪
の
敷
地
に
は
、
ゲ

ー
ト
ボ

l
ル
場
一
面
、
全
天
候
型
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
二
面
が
設
置
さ
れ
、
公
園

全
体
に
は
た
く
さ
ん
の
木
々
が
植
え
ら

れ
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
後
は
、
町
民
の
み

な
さ
ん
に
、
緑
に
固
ま
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
敷
地
内
の
西
側

....急ピッチで工事が進む常永公園

に
は
常
永
児
童
館
が
、

一公
園
と
同
じ
く

四
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
現
在
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

第
三
小
学
校
建
設
予
定
地
で

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
現
在
造
成
工
事
が
進
ん

で
い
ま
す
。

J
R
身
延
線
国
母
駅
西
側
の
、
国
鉄

清
算
事
業
団
か
ら
払
下
げ
を
受
け
た
お

よ
そ
百
四
十
三
坪
の
敷
地
に
は
、
現
在

駐
輪
場
を
併
設
し
た
児
童
公
園
を
建
設

し
て
い
ま
す
。
公
園
内
に
は
、
遊
具
、

花
壇
、
ベ
ン
チ
、
水
の
み
場
な
ど
が
設

置
さ
れ
、

完
成
後
は
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
と
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
駅
利

用
者
の
自
転
車
対
策
と
、
駅
前
の
環
境

整
備
を
目
的
と
し
て
、
六
十
台
収
容
で

き
る
屋
根
付
き
の
駐
輪
場
も
今
月
中
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
押
越
地
区
線
路
南
側
の
押
越

ふ
れ
あ
い
広
場
に
も
、
新
し
く
遊
具
が

設
置
さ
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
場
も
二
面

整
備
さ
れ
ま
す
。

....駐輪場者E併設の西条児童公園

家
安藤
道ぞ
!A!o 
ぎ

済

実
通
事
故
は
年
々
増
加
し
、
合
巴

の
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
私
た
ち
自
身
、
い
つ
炎

通
事
故
の
当
事
者
に
な
っ
て
し
ま
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
寸
ま
さ
か
:
:
:
」

の
時
に
備
え
て
、
家
族
そ
ろ
っ
て
突

通
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
共
済
は
、
自
動
車
・
電
車
・

飛
行
機
・
船
舶
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
・

農
耕
用
車
な
ど
に
よ
る
人
身
事
故
に
、

一
人
年
額
五

O
O円
の
掛
金
で
最
高

一
O
O
万
円
ま
で
の
見
舞
金
を
、
簡

単
な
手
続
き
で
受
け
取
れ
る
も
の
で

す
。本

町
で
は
、
昨
年
一
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
期
間
、
六
十
三
件
の
災
害

に
対
し
て
お
よ
そ
五
百
五
十
万
円
が

見
舞
金
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
。

企押越ふれあい広場には遊具が

V
加
入
資
格

本
町
に
住
民
登
録、

人
登
録
し
て
あ
る
方

ま
た
は
外
国

V
申
込
み
方
法

E
E
B
B
-

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
へ
、
地
区
の

交
通
安
全
母
の
会
役
員
(
婦
人
会
支

部
長
)
を
通
じ
て
配
付
さ
れ
る
申
込

書
に
掛
金
を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ

叉」い。

V
共
済
掛
金

掛
金
は
年
額

一
人
五

O
O
円
で
す
。

な
お
、
四
月
一
日
以
降
の
中
途
加
入

の
場
合
も
掛
金
は
同
じ
で
す
。

V
共
済
期
間

平
成
四
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
五

年
三
月
三
十

一
日
ま
で
。
た
だ
し
、

中
途
加
入
は
、
申
込
日
の
翌
日
か
ら

平
成
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

V
お
問
合
せ

役
場
総
務
課
(
箇
月
1
2
1
1
1

内
線
加

-m)
ま
で
。

※
な
お
、
詳
し
く
は
申
込
書
と
一
緒

に
配
付
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

去」い。

平成4.3.I 広報しようわ⑤ 



あなたの家に
緑の生け垣をノ

町では「青空と緑と産業の町」にふさわしい緑あふれ

る街づくりをすすめるため、生け垣づくりを推進してい

ます。あなたの家で新たに生け垣をつくるとき、また、

いま建ててある塀などを取りこわして生け垣をつくりた

いとお考えの場合、次の条件を満たすと別表のとおり補

助金が交付されます。

①住宅用地の公道に面した部分に新たに設置するもので

あること。(既に設置してしまったものや、工事に取り

かかっているものは補助対象になりません。)

⑧生け垣の延長か5メートル以上であること。

③樹木の間隔同境界より 1メートルごとに植えて、本数

は3本以上で、樹高が1.2メートル以上、枝幅は幹を中

心に0.8メートル以上であること。

⑥樹木の幹を道水路の境界線から概ね0.5メートル以上

離すこと。

※生け垣をつくる前に、役場都市計画課開発指導係(箇

75-2111 )までお問合せください。

確
定

EZ 
しほ

お表
早な

Eく， 

3
月
何
固
ま
で

平
成
三
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告、

町
県
民
税
、
国
保
税
の
申
告
は
三

月
十
六
日
ま
で
で
す
。
期
限
間
近
に
な

り
ま
す
と
税
務
署
、
役
場
の
窓
口
は
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
す
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
で
は
、

地
区
別
に
受
付
相

談
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広

報
二
月
号
を
ご
覧
に
な
る
か
、
役
場
税

務
課
(
歯
万
1
2
1
1
1
)
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

企 生け垣に固まれた住宅(押越地区)

J 

区 分 補助対象基本額 止、補助率

樹木の 購 入 経 費
延長r=1メートル当り

3分のE
8，000円在乗じた額

支柱 の 購 入 経 費
延長に 1メートル当り

3分のE
2，己50円在乗じた額

生け垣設置のための
ブロ ック塀等の面積に1平方メ トル

3分の己ブロック塀等の取り
当り8，000円在乗じた額

壊し経費

植栽地の盛土在囲む
フロ ックで囲む場合は延長1=1メ トル

3分の己当り 14，000円在、レンガの場合は
経費

24，000円を乗じた額

樹木 の 移植経費
延長r=1メートル当り

全 客員
3，000円を乗じた額

-・・圃置
申
告
に

持
参
す
る
も
の

マ
役
場
税
務
課
、

税
務
署
か
ら
送
ら

れ
た
申
告
用
紙

マ
収
入
・
支
出
が
わ
か
る
書
類

マ
控
除
を
受
け
る
保
険
料
・
医
療
費

な
ど
の
領
収
書

マ
印
鑑

マ
譲
渡
所
得
の
場
合
は
、
売
買
契
約

書
な
ど

マ
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
は
契

約
書
、
登
記
騰
本
、
金
融
機
関
か

ら
の
証
明
書
な
ど

マ
昨
年
の
申
告
書
・

内
訳
書
の
控
え

・
:
:
必
す
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

役場税務課で行う確定申告、町・ 県民税の

申告受付相談は、土曜 ・日躍を除く下記日程

の通りです。できるだけ該当日をご利用くだ

さい。申告は正しくお早めに/

一
鹿
定
資
産
諜
税
議
の

一

一

縦
覧
期
聞
は
三
月
二
日

一

一

か
ら
二
十
=
百
ま
で
で
す

一

一

固
定
資
産
税
の
算
定
の
基
と
な

一

一
る
、
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま

一

一
す。

自
分
の
納
め
て
い
る
固
定
資

一

一
産
税
の
内
容
を
知
り
た
い
万
は
、

一

一
こ
の
期
間
に
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ

一

一
@
期
間
三
月
二
日
か
ら
三
月
二

一

一

十
三
日
ま
で
(
午
前
九
時
か
ら

一

一

午
後
四
時
)

一

一

φ
場
所
役
場
税
務
課

一

一

※
固
定
資
産
税
に
は
、
い
ろ
い
ろ

一

一
な
軽
減
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

一

一
く
は
役
場
税
務
課
(
富
一
hist・-2
1
一

一
、ata--1)
ま
で
お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。

一

一
な
お
、
本
人
以
外
の
方
が
縦
覧
す

一

一
る
場
合
は
本
人
の
委
任
状
が
必
要

一

一
{
で
す
o

一

地区及び該当者 受付期間 時間 会場

飯 喰
3月2日伺) 日召

河 西 午前 手口

上河東
3月6日程島 9時

町

上河東二区
役 |

場

3月9日伺) 一

その他
午後 階

ホ
(予備日) 3月13日働 4時

3月18日伺) Jレ

⑥ 平成4.3.1広報しようわ

※来庁の際は、 最初に税務課窓口で受付をし

てください。



ありがとう

ございました

「白面持~~三五?玩五「
~常永児童館~

いよいよこの4月に常永児童館が開館し、留守家

庭児童学級が開設されます。

留守家庭児童学級とは、放課後家に帰っても保護

者の就労や疾病のため適切な保護を受けられない児

童を対象に、家庭的な雰囲気の中で正しい生活指導

を行うことを目的として開設される学級です。

砂入級対象者(児童)

(1)小学校 1年生から3年生まで、。

(2)両親就労家庭、母子家庭、父子家庭

(3)昼間保護者のいない家庭

砂定 員 60名

砂開設白 月曜日~金曜日

砂時間午後 1B寺~午後5時

惨休館日 毎週の土曜臼と臼曜日

祝日・年末年始など

砂 費用無料

砂申込み 3月27日までに役場健康福祉課

L-J士ニコニコし

(町社会福祉協議会からご報告

赤昨
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
期

間
中
、
各
区
長
、
民
生
委
員
、
社
協
理

事
、
支
部
委
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
尽
力
、

町
民
の
み
な
さ
ん
や
町
内
各
企
業
の
善

意
と
ご
協
力
に
よ
り
、
大
き
な
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、
次
の
と
お
り

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

-

街

頭

募

金

一

五

、
0
0
0
円

・
戸
別
募
金

一
、
二
五

O
、
一
五
O
円

・
大
口
募
金

一
、
O
九
四
、

0
0
0
円

・
バ
ッ
ジ
募
金
一

三

一、

0
0
0
円

・

特

殊

募

金

一

七

、

七

三

六

円

{
合
計
}
二
、
五

O
七
、
八
八
六
円

な
お
、

一
万
円
以
上
の
大
口
寄
付
者

を
ご
報
告
し
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(順
不
同
・
敬
称
略
)

鮒
松
永
塗
装
販
売
、
五
味
歯
科
医
院
、

倒
岡
島
昭
和
フ
ァ
ミ
リ
コ
、
嗣
河
西
金

属
商
事
、
鮒
ト
ヨ
タ
カ

ロ
ー
ラ
山
梨
、

倒
太
陽
自
動
車
販
売
、
財
丸
善
産
業
、

制
ク
リ
エ

l
ト
宅
問
、
嗣
宝
林
、
ア
ピ

オ
、
側
ア
オ
キ
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
側
米

山
実
業
、
陶
ホ
テ
ル
昭
和
、
備
貢
川
建

材
、
鮒
ア
ル
プ
ス
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
山
梨
販
売
側
、

偏
丸
京
、
側
ワ
カ
ツ
キ
、
鮒
江
商
、
大

一
化
研
工
業
側
、
側
協
伸
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
さ
か
、

倒
木
村
工
務
庖
、
帰
オ
サ

ダ
、
側
ダ
イ
夕
、

幡
野
彦
一

、
制
三
栄

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
、
側
日
興
建
設、

藤
本
製
作
所
(
藤
本
洋
)
、
清
水
精
米
工

場
(
清
水
裕
)
、
望
月
朝
徳
、
大
塚
内
科

小
児
科
医
院
、
偏
誠
和
電
機
工
業
、
側

キ
ト
l
、
釜
無
金
属
工
業
団
地
協
組
、

盟
和
産
業
側
甲
府
工
場
、
テ
ル
モ
側
甲

府
工
場
、
山
梨
佐
川
急
便
、
倒
ア
イ
テ

ッ
ク
、
嗣
相
原
商
事
、
倒
名
執
組
、
相

原
不
動
産
、
武
川
病
院
、
側
品
川
工
事
、

嗣
萩
原
石
油
、
側
大
栄
企
画
、
吉
川
外

科
整
形
外
科
医
院
、
陶
ユ
タ
カ
商
事
、

植
松
菊
彦
、
田
中
歯
科
医
院
、
小
松
建

築

昨
年
十
二
月
八
日
制
に
、
年
末
事
業

の
有
価
物
回
収
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
次
の
と
お
り
の
集
計
結
果
と
な
り

宇品

l
v
h
~
。

各
地
区
役
員
・
民
生
児
童
委
昌
(
・
社

協
理
事

・
評
議
員

・
支
部
委
昌
(
(
組
長
)

の
み
な
さ
ん
の
労
力
奉
仕
に
深
く
感
謝

し
、
紙
上
を
も

っ
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

-
紙
・
布
類

五
七
、
一

O
O
同

五
七
一
、

0
0
0
円

ビ
l
ル
ビ
ン

一
四
、
八
六

O
本
他

一
一
五
、
0
0
0
円

合

計

六

八

六

、

0
0
0円

※
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
総
合
会
館

駐
車
場
の
南
東
隅
に
、
有
価
物
回
収
小

屋
を
四
基
設
置
し
て
い
ま
す
。
種
別
ご

と
の
分
別
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

最
近
、

小
屋
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
方
が

い
る
よ
う
で
す
が
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
小
屋
の
利
用
に
つ
い
て
の
問
合

せ
は
、
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
(
富

万
ー
2
1
1
1
内
線
加
)
に
お
願
い
し
ま

す
。

-
ビ
ン
類

町
立
図
書
館
か
ら

舎
月
の

お
す
す
め

作
田

ご

般
図
書
〕

o
ラ
ビ
ッ
ト
病

山
田
一
詠
美

o
心
の
あ
る
家

三
浦
綾
子
講
談
社

o
無
印
失
恋
物
語

群
ょ
う
こ
角
川
書
居

o
夢
風
船

藤
川
桂
介
講
談
社

。
見
つ
か
っ
ち
ゃ
っ
た

エ
リ
ノ
ア
・
リ
プ
マ
ン

早
川
書
房

に
川
R
口
+
上

立
未
達

fdl

{児
童
図
書
】

o
ふ
し
ぎ
な
お
る
す
ば
ん

斉
藤
栄
美
ポ
プ
ラ
社

。
ぼ
く
の
ね
こ
み
な
か
っ
た
?

エ
リ
ッ
ク

・
力

l
ル

倍
成
社

0

と
う
さ
ん
は
忍
者

八
束
澄
子
教
育
画
劇

o
夢
の
ズ
ッ
コ
ケ
修
学
旅
行

那
須
正
幹
ポ
プ
ラ
社

。
あ
り
、
か
と
う
を
い
っ
ぱ
い

宮
川
ひ
ろ
借
成
社

平成4.3.I 広報しようわ⑦ 
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卒回生どの
交流試合を実施

千丁:よ丁一一

〈押原ミドルサッカークラブ〉

ゐ
コ
月
は
、
押
原
中
学
校
の
生
徒
達
で

構
成
さ
れ
て
い
る
、
押
原
ミ
ド
ル
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
を
、
監
督
の
育
泉
先
生
巳

紹
介
し
て
い
だ
だ
き
ま
す
。

押
原
ミ
ド
ル
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
昭

和
六
十
年
に
創
立
さ
れ
て
以
来
、
今
日

に
至
る
ま
で
多
く
の
方
々
の
御
支
援
の

上
に
活
動
を
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
熱
意
に
ま
ず
深
く
敬
意

S
E
m
.
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

吋

d
M圃
さ
て
今
年
度
も
様
々
な
活
動
を
し
て

4
1
ι
圃
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
夏
合
宿
、

内
2
f
圃

O
B
交
流
試
合
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

/
レ
圃
権
観
戦
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

な
園
八
月
十
四
日
、
十
五
日
と
一
一
日
間
に

ール
圃
わ
た
り
夏
合
宿
を
釜
無
工
業
団
地
の
グ

，
内
圃
ラ
ウ
ン
ド
及
ぴ
同
管
理
棟
で
行
い
ま
し

・
島
亙
た
。
真
夏
の
炎
天
下
で
の
練
習
。
竜
王

『

4
F
Z
招
待
試
合
も
重
な
り
ま
し
た
が
、
一
致

d
u
団
結
し

一
名
の
脱
落
者
も
な
く
そ
の
き

.
び
し
さ
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。
ま
た
、

圃
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
自
由
時
間
な
ど

で
の
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

チ
ー
ム
を
思
う
気
持
ち
、
そ
の
一
員
で

あ
る
こ
と
の
自
覚
を
更
に
深
め
て
く
れ

た
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
押
原
ミ
ド
ル
も

発
足
以
来
、
数
多
く
の
卒
団
生
を
送
り

出
し
て
き
ま

J

し
た
。
そ
の

O
B
と
の
交

流
試
合
を
十
二
月
二
十
三
日
に
押
中
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
ま
し
た
。
今
年
で
数

年
目
と
歴
史
は
浅
い
の
で
す
が
、
二
十

名
を
越
え
る

O
B
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ミ
ド
ル
を
卒
業
し
て
か
ら
も
尚

こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
、
交
流
を
持
て

る
と
い
う
の
は
大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
正

月
に
は
浦
和
へ
高
校
サ

ッ
カ
ー
観
戦
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
生
徒
に
は
、
と
て

も
良
い
刺
激
と
な
り
、
学
ぶ
事
も
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。

今
後
も
団
員
一
丸
と
な
り
様
々
な
活

動
を
通
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。 ...現在団員は 1年生 17名、 E年生 15名です。

ー づくD料理

セロリ-30g
-材料 (4人分)

いかー大1ばい月桂樹の葉-1枚玉葱一胤固 人参-20g
キュウリ - ~本赤とうがらし- ~本パセリー少々

(マリネソース)酢-大さじ1 レモン汁-大さじ1 サラダ油一大さじ3

ごま油ー大さじ1 しようゆ一小さじ1塩一小さじ見 こしよう一少々

にんにく ー少々 (みじん切り)

-作り方

① 「いか」はワタごと足在引き抜き、ワタは切り取り、胴、 工ンペラ、足は皮をむき、

ごれ在月桂樹の葉、塩少々 を加えた湯でゆで、さましてから細切りにする。

③玉窓、人参、セロリ、キュウリは、千切りにして水に放しザルにあげて水気を切り

赤とうがらしは千切りにし、パセリはみじん切りにする。

③マリネソースは材料を良く混ぜ合わせる。

④①の「いか」と③の「野菜Jを混ぜ合わせ、マリネソースであえて、器に盛り付け、

パセリのみじん切りをちらす。

い
か
の
和
風
マ
リ
ネ

栄養改善推進員

田中臆子さん(河東中島)

|ちょっと一言 | 

ピリ ッとした舌 ざわりと、さっぱりし

た口 当 りが肉料理等のつ け合わせにい

かがでしょうか。手近にある野菜を利

用して作ってみてください。

-
一
こ
う
ぼ
う
川
柳

婆
ち
ゃ
ん
が
ま
る
ま
る
と
着
る
風
の
朝

ふ
れ
合
い
は
裸
親
子
の
添
ね
乳

帰
省
の
子
母
の
味
知
る
雑
煮
餅

心
機

一
転
、
初
出
掛
の
ド
ア
開
け

香
失
せ
て
三

日
遅
れ
の
年
賀
状

お
互
い
の
裸
同
志
ど
酒
の
席

嫁
ぎ
来
て
五
十
余
年
の
指
定
席

家
計
簿
を
賞
与
で
埋
め
る
除
夜
の
鐘

病
身
を
野
鳥
の
声
に
励
ま
さ
れ

金
婚
の
祝
ひ
寒
梅
花
聞
く

ネ
日
落
ち
夢
の
世
界
に
入
る
夜
長

、
初
春
の
日
差
し
に
弾
む
ゲ

l
卜
玉

一
年
分
笑
わ
せ
て
く
れ
る
孫
五
オ

本
当
の
涙
を
慈
の
罪
に
き
せ

新
春
を
根
気
燃
や
し
て
日
々
励
む

裸
で
の
寒
中
祈
願
も
瀧
の
下

忘
れ
も
の
宿
か
ら
届
く
宅
急
便

幸
せ
に
老
い
て
楽
し
い
旅
が
待
つ

佳
い
年
に
願
ひ
を
か
け
る
キ
ネ
の
音

満
ち
足
り
た
顔
で
年
玉
祖
母
は
や
り

行
く
年
へ
思
い
出
集
め
て
温
た
め
る

裸
木
も
我
が
世
の
春
へ
小
さ
な
芽

共
通
の
趣
味
が
と
も
し
た
生
活
の
灯

朝
湯
朝
酒
旅
の
心
の
者
り
と
す

闘
病
の
再
起
夢
見
る
も
つ
れ
糸

漬
物
の
香
に
集
落
も
秋
盛
ん

井
口

矢
崎神

磯

告F;尺
山
本
み
よ
子

高
野

森
田
み
づ
ほ

堀
内
美
代
子

森
田

相
原
あ
き
子

;尺
中
;尺

--
⑧ 平成4.3.I 

素
木

竜
星

広報しようわ

薄t
玉
枝

花
枝

夏
子

狂
花

春
男

久
子
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まい

小林舞ちゃん
・H3.4. 16生(飯噴)

・(父)正巳 ・(田)JI慎子

松木みくりちゃん
・H3.3. 16 (築地新居)

・(父)芳夫・(白)みどり

せいや

伊藤誠也くん
eH3. 3. 12生(押越)

・(父)英男・(自)理路

親から一言~甘えん坊で泣き虫な舞は¥い

だずらが大怒きで目ガ離せません。明るく素

直な子に育って欲しいと願っています。

親から一言~お兄ちゃんとウリツ子なみく

りです。いだずら盛りのわんぱく坊主芳孝は

パパ似です。二人とも明るく優しい元気つ子

になってネ。

親から一言~人見知りをしないで誰にでも

ニコニコ笑顔ガ自慢の誠也。大きくなっても

みんなに好かれるような元気で優しい子に育

って欲しいと思います。

医直面|メ|号
女総合案内について

山梨医科大学医学部附属病院

副看護部長

飯潰

山
梨
医
科
大
学
附
属
病
院
は
、
昭
和

五
十
八
年
十
月
十
二
日
の
開
院
当
初
よ

り
総
合
案
内
(
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
)

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
き
わ

や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
第
一
歩
と
し
て

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
正
面
玄
関
を

入
っ
て
す
ぐ
の
、
右
手
に
カ
ウ
ン
タ
ー

を
置
き
、
医
事
課
の
職
員
と
看
護
婦
と

の
二
名
で
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
時
間

は
、
八
時
か
ら
十
時
三
十
分
ま
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。

初
め
て
、
当
院
を
受
診
さ
れ
る
方
が
、

ス
ム
ー
ズ
に
適
切
な
科
で
受
診
出
来
る

よ
う
配
慮
し
た
り
、
交
通
事
故
や
難
病

等
の
医
療
相
談
や
公
務
災
害
等
の
事
務

手
続
き
等
の
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま

す
。
手
足
が
ご
不
自
由
な
方
も
か
な
り

来
院
さ
れ
ま
す
の
で
、
車
椅
子
を
入
っ

て
す
ぐ
左
側
に
用
意
し
て
有
り
ま
す
。

お
子
様
づ
れ
の
方
は
、
ベ
ビ

1
サ
ー
ク

ル
も
用
意
し
て
有
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

私
共
が

一
番
対
応
に
苦
慮
す
る
事

は
、
受
診
科
が
お
休
み
の
時
で
す
。
全 子澄

診
療
科
が
全
て
毎
日
行
う
と

い
う
体
制

は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。
昨
年
の
昭
和
町

広
報
十
月
号
で
御
案
内
の
通
り
、
曜
日

に
よ
り
行
っ
て
い
な
い
診
療
科
が
あ
り

ま
す
の
で
、
受
診
の
前
に
電
話
等
で
確

認
し
て
い
た
だ
け
る
と
よ
ろ
し
い
か
と

思
い
ま
す
。
な
お
、
受
診
科
を
電
話
等

で
お
尋
ね
の
場
合
も
対
応
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
場
合
は
、
当
日
、
総
合
案

内
で
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
患

者
さ
ん
を
拝
見
し
た
時
点
で
、
例
え
ば
、

脳
神
経
外
科
よ
り
神
経
内
科
の
方
が
良

い
と
か
耳
鼻
咽
喉
科
よ
り
歯
科
口
腔
外

科
の
方
が
良
い
の
で
は
等
の
微
妙
な
点

は
電
話
で
は
分
か
り
か
ね
る
事
が
あ
り

ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
受
診
手

続
き
中
に
も
予
期
せ
ぬ
病
状
の
変
化
が

あ
る
時
も
あ
り
ま
す
。
目
が
行
き
届
か

な
い
時
も
あ
り
ま
す
の
で
気
分
が
著
し

く
悪
い
時
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
又
、

麻
疹
(
ほ
し
か
)
や
水
痘
症
(
み
ず
応

う
そ
う
)
の
よ
う
に
伝
染
す
る
病
気
も

あ
り
ま
す
の
で
そ
れ
ら
の
疑
い
が
あ
る

時
も
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
出
来
る
だ

け
受
診
し
や
す
い
病
院
で
あ
り
た
い
と

一
-3but
t
-芳

一

合
お
誕
生
合

()内は保護者

一
⑨
西
条
一
区

一
(⑩
西
条
新
田

一
(⑩
築
地
新
居

マ
中
島
湖
姫
(
和
浩
)

マ
手
塚
武
士
(
忠
彦
)

マ
東
口
愛
(
誠
)

マ
三
枝
舞
(
敏
夫
)

マ
武
内
大
樹
(
守
)

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
ら
ど
一
報
く
だ
さ
い
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

心
身
障
害
者
の

み
な
さ
ん
へ

山
梨
県
山
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

朋
成
金

(
平
成
四
年
度
後
期
分
)
の
請

求
を
受
伺
け
ま
す
。

V
対
象
者
自
動
車
税
ま
だ
は
軽
自
動

車
税
の
減
税
を
受
け
て
い
る
方
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
・
二
級
、
戦

傷
病
者
手
帳
特
別
・
第
一
・
第
二
項

症
、
療
育
手
帳
A
に
該
当
す
る
人
。

午盲十間午韓四時j百五開ニ月日
午盲十午陸時i百= 月四自 午盲十時午陸百ニ月自

~司ι 

イ寸

日
日寺

時， (71<) 日寺 似d

臨主瞳甲府夏会階川-主 桂場竜王町階同vl 櫛昨県公民盟ー階町中 会壇 I 

-
持
参
す
る
も
の
な
ど
詳
し
く
は

峡
中
福
祉
事
務
所

(
冨
お

l
5
5
4!
?
内
線
問
〉
ま
で

ま平
で成
の四
届年
出ー
〈月
叡ー
称日
略 i

月

十

日

⑨

飯

嶋

⑨
上
河
東
二
区

マ
中
村
拓
哉
(
章
)

マ
井
口
素
笑
(
敦
人
)

マ
伊
藤
駿
(
直
樹
)

マ
松
野
結
璃
(
久
光
)

マ
雨
宮
健
太
(
章
人
)

平成4.3広報しようわ⑨ 



~~~~ 
町
体
育
協
会
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
で
は
、
町
民
の
健
康
保
持
と
親
睦

を
図
る
た
め
次
の
日
程
で
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
0

・
日
時
平
成

4
年

3
月

9
・
旧
・
白

日
(
月
曜
日
)

午
後

7
時
叩
分

1
9時
加
分

・
場
所
町
民
体
育
館

年
齢
、
性
別
を
問
わ
ず
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
日
頃
運
動
不
足
を
感
じ
て

い
る
方
、
友
人
を
さ
そ
っ
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

-
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
内
、
体
協

事
務
局
(
圏
花
1
2
1
1
1
)

ま
で

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
開
催

離
婚
、
相
続
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
、
一
父
通
事
故
・
約
束
違
反
に
よ
る
損

害
賠
償
、
サ
ラ
金
等
消
費
者
問
題
な
ど

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内

容
は
厳
秘
扱
い
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-
日
時
三
月
十
八
日
附

午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

・
場
所
昭
和
町
中
央
公
民
館

-
担
当
弁
護
士
県
弁
護
士
会
所
属
の

弁
護
士
四
名

詳
し
く
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会

(
箇
お
1
7
2
0
2〉
ま
で

「
水
涼
は
し
て
い
る
け
ど
仲
間
、ガ
い
な

い
」
「
水
涼
に
興
昧
は
あ
る
け
れ
ど
一

人
で
始
め
る
に
は
ち
ょ
っ
と
」
と
い
う

方
、
町
体
育
協
会
で
は
¥
町
立
温
水
ブ

ー
ル
の
建
設
に
伴
い
水
涼
愛
好
者
を
募

集
い
だ
し
ま
す
。

水
淑
は
全
身
の
筋
肉
を
使
う
運
動
で

す
の
で
健
康
の
だ
め
に
も
よ
く
、
ま
だ

シ
ェ
イ
プ
戸
ツ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま

す。
あ
な
だ
も
水
涼
を
通
じ
て
、
楽
し
い

仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
申
込
み
は
、
教
育
委
員
会
内
、
体
協

事
務
局
(
箇
万
1
2
7
4141)
ま
で

由

港
律
相
識
が

C
開
設
さ
れ
ま
す

水
泳
愛
好
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

・
・

ご
加
入
の
ご
案
内

・

E

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

社
会
奉
仕
活
動
等
を
行
う
五
名
以
上
の

グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
し
て
、
往
復
途
上

も
含
め
た
グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
傷
害
事

故
お
よ
び
賠
償
責
任
を
負
う
事
故
を
補

償
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
心
臓
マ
ヒ
な
ど
の
突
然
死
に

対
し
て
共
済
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

受
付
期
間

問
合
せ
先

保
険
期
間

平
成
四
年
三
月
二
日

l

平
成
五
年
一
月
二
十
九
日

平
成
四
年
四
月
一
日

1

平
成
五
年
三
月
三
十
一
日

開
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

山
梨
県
支
部
(
県
体
協
内
)

傷害保険(保険金額)

(賠樺震償度費襲任憤) 区分 i 対象となる団体 |掛n金人年額)
死後遺J障ψ亡害 I 入(日 額院) j| 遇(臼 額醗) 

ー子化ど((中高も諦学社の生韮会グ以以ル奉下上仕) ) ブ 360円 1，400万円 4，000円 1，300円 対人賠償
-文 活動 11意円

-老人クラブ団体
(出品〕

81 
(60歳以上)

500円 400万円 1，800円 800円
対物賠償

500万円

-成人のスポーツ 免責

(高校生以上
1， 100円 1，400万円 4，000円 1，300円 ( l~ 即日円)

共済
見 舞 金

突然死および

日射病、 熱射

病による死亡

100万円

(
箇
日
1
1
9
0
6
)
ま
た
は
、
町
体
育

協
会
事
務
局
(
箇
万
ー
2
1
1
1
)
ま
で

V
場

所

V
講
演
会

三
月
二
十
三
日
間

午
後
一
時

i
四
時
三
十
分

昭
和
町
総
合
会
館

講
師
山
岳
写
真
家

白
旗
史
朗
先
生

「
レ
ン
ズ
を
通
し
て
見
疋
、

山
梨
の
農
業
と
自
然
L

県
で
は
、
や
ま
な
し
新
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
ガ
目
指
す
高
生
産
性
農
業
の
促
進
、

活
力
あ
る
農
村
づ
く
り
の
だ
め
、
各
般

の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
農
業
・
農
村
に

対
す
る
県
民
の
皆
様
の
一
層
の
理
解
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お

り
「
県
民
の
つ
ど
い
L

を
開
催
い
芝
し

ま
す
。

v日
時

県
・
農
政
課
か
ら

:ZI--

明
日
の
や
ま
な
し

震
業
・
震
村
を
考
え
る

県
民
の
つ
ど
い

年
度
末
は
水
道
の
閉
栓
業
務
、
ガ
大
変

混
雑
し
ま
す
。
人
事
異
動
な
ど
で
転
居

、
ガ
決
ま
つ
疋
時
は
¥
引
っ
越
し
の
一
週

間
く
ら
い
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
、
だ
さ
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
甲
府
市
水
道
局
サ
ー
ビ
ス
課

(
箇
お
ー
3
3
4
1
4
1
)

E町内交通事故1
発生件数J

「気をつけて」

朝の一言忘れずに

== 1月分--

件数|負傷|死者 |

物損34件| 人| 人

人町~~ I (ー11)I (:!:o) 

( )内は、前月比
(西条駐在所調べ)

水
道
局
か
ら

x
x
x
x

お
引
っ
越
し
の

連
絡
は
お
早
め
に

例
年
、
年
度
末
の
三
月
下
旬
は
、
登

録
の
窓
口
が
大
変
混
雑
し
、
手
続
き
に

来
ら
れ
た
方
々
に
長
時
間
待
っ
て
い
た

だ
く
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。お

手
持
ち
の
自
動
車
で
住
所
変
更
、

名
義
変
更
、
廃
車
の
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
自
動

車
の
登
録
手
続
き
を
さ
れ
る
方
は
、
遅

く
と
も
三
月
上
、
中
旬
の
う
ち
に
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
問
合
せ
は
、

関
東
運
輸
局
山
梨
陸
運
支
局
登
録
課

(
圏
内
山

1
4
7
4
7
)

軽
自
動
車
検
査
協
会
山
梨
事
務
所

(
箇
臼
ー
7
2
6
9
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ

し

。

ミ

)
一
一
明
以

、ーイ
U
4
F

骨

O
】

ξ
J
0
4

一匹

関
東
運
輸
局
山
梨
陸
運
支
局

軽
自
動
車
検
査
協
会
山
梨
事
務
所

自
動
車
の
登
録

手
続
き
は
お
早
め
に

広報しようわ 平成ι3.1 ⑩ 



保健衛生だより
一一一 吋 伊 同 一 四 欄

乳 児 (建 康 きロ合ジ 査

実施日 受付時間及び地区 該当児場所

午後 1時00分-1時30分
平成 3年 2月

(常永地区)
出生児。

3月3日|午後 1時跡E時日日分
メ仁ふ1 

(火) I 西条地区) ぷヱふズ

午後E時日日分-2時30分 平成 3年 5月

(押原地区)
出生児。 館

実施日 i 受付時間及び地区 該 当 兜 場所

午後 1時日日分-1時30分
平成 3年 8月

(常永地区)
出生児O

3月13日|午後2時ル2時30分
」口">.. 

(金) I 西条地区) 」z2=hご

午後3時00分-3時30分 平成 3年11月

(押原地区)
出生児。 館

|西条地区|西条一区西条二区清水新居西条新田 | 
|押原地区 |押越河東中島紙漉阿原 | 
|常永地区 |築地新 居 飯 喰 河 西 上 河 東 上 河 東二区|

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので

ご承知くださしユ。

母子手帳受付及び一般健康相談B

日時 3月ア日出・ 18日制・ 30伺)

午前9時-11時30分
場所総合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してくだきい。

妊娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしてい

ますのでお気軽にお出かけください。

3 歳児健康診査

実施日 3月 10日~

受付時間午後1時-1時30分
場 所 総 合 会 館

該当児平成元年 1月 1日~平成元年 2月28日までの出生

児、及び前回未受診児。

持ち 物 母 子 手 帳・ 3歳児健康診査票・食べものについて

の質問票。

※尿検査がありますのでご承知おきく j"-"2'い。

乳 児 整形外科検診

実施日 3月25日制

受付時間午後1時-1時30分
場 所総合会館

該当児平成3年11月1日~平成 3年12月31日までの出生
!日

持ち物母子手帳

⑪ 広報しようわ 平成4.3.I 

ツベルクリン反応検査とBCG接種

砂〈ツベルクリン反応、検査〉

日時 3月 17日~押原地区午後 1 時-1 時四分

場所総合会館 西条地区午後1時四分-1時40分
該当児 常永地区午後1時40分~己時

*平成 3年 4月1日~平成 3年 9月30日までの出生児。

女平成 2年10月1日~平成 3年 3月31日までの出生児で未接

種者。

女平成 3年 3月にBCG接種をした者(陽転確認のため)

*昭和63年 4月 1日以降出生児で未接種者。

※上記該当児のうち BCG接種後1年以内の者は対象から除外

されます。

持ち 物 母子手帳・予防接種受付カード

砂〈判定及びBCG接種〉

実 施 日 3月18団体)

受付時間 判定・・・・午後12時45分~1 時30分

BCG接種・・・・午後 1 時~2 時

場 所 総合会館

持ち物 母子手帳・問診票

※判定の結果、陰性者には、 BCGを接種しますが、つぎのよ

うな人はBCGを接種できません。

1.発熱しているもの、または著しい栄養障害のもの。

2. まん延性の皮膚病にかかっているもの。

3. 免疫抑制剤、副腎皮質ステロイド剤などの投与を受けたもの。

4. はしか(MMR)の予防接種またはポリオ生ワクチン投与

後 1か月以内のもの。

5. 2週間以内に上記以外の予防接種を受けたもの。

6. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こしたもの。

3 種混 合予 防接 穫

日 時 3月24日~午後 1 時-2時
場 所 総合会館

該当児

砂 I期・・・・平成元年 9月 1日へJ 平成 2年 2月28日までの出生

児。

砂II期・・・・ I期 3回を完了して 1年から1年 6か月以内の者。

砂平成元年 3月1日~平成元年 8月31日までの出生児で未接 関(
種者。

持ち物 母子手帳・問診票

〈注意事項〉

O体温がはかっていないと接種できません。体温は必ずはか

ってください。

O問診票の記入もれなどがないようにしてください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1. 発熱している者。または著しい栄養障害者。

2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

3. はしか(MMR)、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後1

か月以内の者。

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

飼えなくなった犬猫収集臼

日時 3月B自信・ 23日間午前10時50分-10時55分
場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。

また、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモで

しっかり封をしてください。
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やよい
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啓塾

3月のとよみ
火 Tuesday

3委
ひな祭

耳の日

平成4年(1992年)

Y
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け
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一

i
一
，dlト
、
吋
d
仏

月
一
2

日 Sunday

f重
春の全国火災予防運

動(，，-， 7日)

母子手帳交付及び

一般健康相談日
(総合会館)

リノ¥ピリ教室

(総合会館)

安産教室

(総合会館)

飼えなくなった犬

猫の収集日

行政相談
(中央公民館午後l時----)
心配ごと相談
(総合会館午後 l時，，-，)

乳児健康診査
(総合会館)

図書館休館日町健康体力相談室
(押原小体育館)

総合会館温泉定休日

14百

飯膜・河西・上河東・上河東二区確定申告相談受付

10奇 111重 112論 113委
農山漁村婦人の日

9露8吉
国際婦人デー

乳児健康診査 !結婚相談
(総合会館)I (総合会館午後 l ~

3時)

役場開庁

寝たきり老人入浴サ

ービス(総合会館)
心配ごと相談
(総合会館午後 l時，，-，)

安産教室

(総合会館)

3歳児健康診査
(総合会館)

図書館休館日

ソフ トバレーボー

ル教室 (lOP参照)

町社会体育推進大

会(総合会館)

日〉〈 予 備

19委

受付告相談申確 定

17重
彼岸入り

21露
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春先は、暖かくなるにつれ気もゆるみ、たき火やこんろ

(天ぷら油)などの消し忘れによるうっ力¥り火災が多くなり

ます。また、山火事も春先に集中しています。お互いに十

分注意して大切な財産を火災から守りましょう。

図書館休館日図書館休館日

母子手帳交付及び

一般健康相談日
(総合会館)

総合会館温泉定休日

フ目は審の火災予防運動です3月1目~ 

※収集日が祝祭 日の場合は収集業務はいたしませ

んので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋または荷札を使って出して

ください。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入してく

ださい。

※収集日の当日午前8時30分までに出してくださ

※可燃物、不燃物の分別はしっかりおこなっ てく

ださい。

※台所のゴミは水切り をして出してください。
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